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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設置面に取り付けられる本体筐体に設けた光源の出射光によって前記設置面と反対方向
の照明を行う照明器具において、前記本体筐体の外周を囲んで径方向に突出するとともに
入射面を有して光を導光させる導光板を設け、前記光源から出射した光が前記入射面から
前記導光板に入射し、前記導光板から出射された光により前記設置面を照明することを特
徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記導光板が透明部材から成ることを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記本体筐体の前記設置面の反対側を覆って前記光源の出射光を拡散透過する透過カバ
ーを設け、前記入射面が前記透過カバーの周面に対向するとともに前記設置面に対して傾
斜することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記導光板の前記入射面近傍の肉厚が前記入射面から離れた位置の肉厚よりも大きいこ
とを特徴とする請求項１または請求項２に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記導光板が外周部で前記設置面に向かって屈曲する屈曲部を有することを特徴とする
請求項１～請求項４のいずれかに記載の照明器具。
【請求項６】
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　前記導光板に環状またはドット状の凹部を設けたことを特徴とする請求項１～請求項５
のいずれかに記載の照明器具。
【請求項７】
　前記光源が複数の波長の光を出射するとともに、前記導光板の周部に導光を分散して出
射するプリズムを設けたことを特徴とする請求項１～請求項６のいずれかに記載の照明器
具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天井面等に設置される照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の照明器具は特許文献１に開示されている。この照明器具は光源を設けた本体筐体
が屋内の天井面である設置面に直接取り付けられるシーリングライトになっている。光源
は出射面を下方に面して配置した複数のＬＥＤにより形成される。本体筐体は設置面の反
対側となる下方が光源の出射光を拡散透過する透光カバーにより覆われる。透光カバーは
中央部に対して外周部が下がるように湾曲し、周面が設置面に垂直な円筒面に形成される
。
【０００３】
　光源から出射して透光カバーの内面に小さい入射角で入射した光は透光カバーを拡散透
過する。これにより、透光カバーから下方に均一な照明光が出射され、屋内等の照明が行
われる。また、光源から出射して透光カバーの内面に大きい入射角で入射した光は透光カ
バーで反射し、透光カバーの周面から上方に向かって出射される。
【０００４】
　設置面に直接取り付けられる照明器具は設置面を照明して明るくすることにより、部屋
全体として暗い印象を低減することができる。このため、透光カバーの周面から上方に照
明光を出射することにより、照明器具の設置面を照明することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１４０７９７号公報（第５頁～第９頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の照明器具によると、設置面のより広い範囲を照明するために
は透光カバーを設置面に垂直な方向に長く形成する必要がある。つまり、設置面と反対側
に出射される光を透光カバーで設置面側に反射させて設置面を照明する必要がある。従っ
て、透光カバーで反射して周面から出射される光量が増加するが、設置面と反対方向の照
明光の光量が減少して部屋全体が却って暗くなる問題があった。
【０００７】
　本発明は、設置面と反対方向の照明光の光量を減らすことなく設置面を広い範囲で照明
できる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明は、設置面に取り付けられる本体筐体に設けた光源の
出射光によって前記設置面と反対方向の照明を行う照明器具において、前記本体筐体の外
周を囲んで径方向に突出するとともに入射面を有して光を導光させる導光板を設け、前記
光源から出射した光が前記入射面から前記導光板に入射し、前記導光板から出射された光
により前記設置面を照明することを特徴としている。
【０００９】
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　この構成によると、本体筐体が屋内等の設置面に取り付けられ、光源から出射して設置
面と反対方向に進行する光によって屋内等の照明が行われる。また、本体筐体の外周が径
方向に突出する導光板により囲まれ、光源から出射した光が入射面から導光板に入射する
。導光板に入射した光は導光板に導光され、導光板の内周側と外周側との間や外周端から
設置面に向けて出射される。これにより、照明器具の周囲の設置面が照明される。
【００１０】
　また本発明は、上記構成の照明器具において、前記導光板が透明部材から成ることを特
徴としている。
【００１１】
　また本発明は、上記構成の照明器具において、前記本体筐体の前記設置面の反対側を覆
って前記光源の出射光を拡散透過する透過カバーを設け、前記入射面が前記透過カバーの
周面に対向するとともに前記設置面に対して傾斜することを特徴としている。
【００１２】
　この構成によると、光源から出射して設置面と反対方向に進行する光は透過カバーを拡
散透過して屋内等を照明する。また、光源の出射光の一部は透過カバーの内面で反射し、
傾斜した入射面から導光板に入射する。
【００１３】
　また本発明は、上記構成の照明器具において、前記導光板の前記入射面近傍の肉厚が前
記入射面から離れた位置の肉厚よりも大きいことを特徴としている。
【００１４】
　また本発明は、上記構成の照明器具において、前記導光板が外周縁から前記設置面に向
かって屈曲する屈曲部を有することを特徴としている。この構成によると、照明器具の径
方向に導光板により導光された光が屈曲部で設置面の方向に屈曲し、屈曲部から設置面に
向けて出射される。
【００１５】
　また本発明は、上記構成の照明器具において、前記導光板に環状またはドット状の凹部
を設けたことを特徴としている。この構成によると、導光板により導光された光が凹部で
拡散して設置面の方向に出射される。
【００１６】
　また本発明は、上記構成の照明器具において、前記光源が複数の波長の光を出射すると
ともに、前記導光板の周部に導光を分散して出射するプリズムを設けたことを特徴として
いる。この構成によると、導光板により導光された光が波長に応じてプリズムで分散し、
設置面に異なる色の照明光が照射される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によると、本体筐体の外周を囲む導光体によって径方向に光を導光して設置面を
照明するので、設置面と反対方向の照明光の光量を減らすことなく設置面を広い範囲で照
明することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態の照明器具を示す底面図
【図２】本発明の第１実施形態の照明器具を示す上面図
【図３】本発明の第１実施形態の照明器具を示す正面断面図
【図４】図３のＡ部詳細図
【図５】本発明の第２実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
【図６】本発明の第３実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
【図７】本発明の第４実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
【図８】本発明の第５実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
【図９】本発明の第６実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
【図１０】本発明の第７実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
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【図１１】本発明の第８実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
【図１２】本発明の第９実施形態の照明器具の導光板を示す正面断面図
【図１３】本発明の第１０実施形態の照明器具を示す上面図
【図１４】本発明の第１０実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。図１、図２、図３は第１実施形態
の照明器具の底面図、上面図及び側面断面図を示している。照明器具１は平面視円形の薄
型に形成され、屋内の天井面等の設置面Ｃに直接取り付けられる本体筐体２を備えている
。以下の説明において、設置面Ｃを天井面として説明するが、設置面Ｃを屋内の側壁や床
面にしてもよい。
【００２０】
　本体筐体２は電装部３及び反射カバー７を有している。電装部３は本体筐体２の中央部
に配して平面視円形に形成され、設置面Ｃ側に配した上カバー３ａ及び設置面Ｃと反対側
に配した下カバー３ｂにより覆われる。上カバー３ａに設けた取付部３ｃを介して本体筐
体２が設置面Ｃに取り付けられるとともに、商用電源に接続される。
【００２１】
　電装部３内にはＬＥＤ等の光源５を実装した複数の基板４が平面視多角形状に配される
。光源５の出射面は本体筐体２の径方向に向けて配置される。これにより、光源５から照
明器具１の外周側に向かって放射状に光が出射される。
【００２２】
　基板４には光源５を覆う光学部材６が取り付けられる。光学部材６は内周側から入射し
た光源５からの光を透過して外周側に出射する。この時、光学部材６は透過光を所望の方
向に屈折させるとともに下面等に形成した反射面によって反射させる。これにより、後述
する反射カバー７、透光カバー８及び導光板１１に対して所望の光量の光が導かれ、均一
な照明を行う。
【００２３】
　上カバー３ａの外周側には円板状の反射カバー７が配される。反射カバー７は光源５の
出射光を下方に反射する。また、反射カバー７の外周部は下方（設置面Ｃと反対側）に向
かって湾曲する。
【００２４】
　下カバー３ｂの外周側には本体筐体２に対して着脱自在の透過カバー８が配される。透
過カバー８は反射カバー７に対向して配される底部８ａと設置面Ｃに略垂直な円筒面から
成る周面８ｂ（図４参照）とを有し、光源５の出射光を拡散透過する。また、透過カバー
８の底部８ａは中央部に対して外周部が上がるように湾曲する。これにより、照明器具１
は外周部で薄く形成され、使用者の圧迫感が軽減される。
【００２５】
　反射カバー７の外周側には環状の導光板１１がネジ７ａにより取り付けられる。図４は
図３のＡ部詳細図を示している。導光板１１はアクリル等の透明部材により形成され、本
体筐体２の外周を囲んで径方向に突出する。導光板１１は入射部１１ｂ、延設部１１ｃ及
び屈曲部１１ｄを有している。
【００２６】
　入射部１１ｂは上下方向に延び、本体筐体２の中心方向に面して透過カバー８の周面８
ｂに対向した入射面１１ａを有している。入射面１１ａは設置面Ｃに対して下方が外側に
傾斜した傾斜面に形成される。延設部１１ｃは入射部１１ｂの下端から径方向に延び、下
方に凸になるように湾曲する。屈曲部１１ｄは導光板１１の外周部で延設部１１ｃの端部
から設置面Ｃに向かって屈曲し、先端が曲面に形成される。入射部１１ｂ、延設部１１ｃ
及び屈曲部１１ｄは略等しい肉厚に形成されている。
【００２７】
　上記構成の照明器具１において、光源５から出射される光は光学部材６を介して反射カ
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バー７、透過カバー８の底部８ａ及び導光板１１の入射面１１ａに導かれる。光学部材６
から設置面Ｃの方向に進行した光は反射カバー７で下方の透過カバー８の底部８ａの方向
に反射する。
【００２８】
　光学部材６及び反射カバー７から設置面Ｃと反対方向に進行して透過カバー８の底部８
ａの内面に臨界角よりも小さい入射角で入射した光は透過カバー８を拡散透過する。これ
により、透過カバー８から下方に照明光が出射され、照明器具１の下方が均一に照明され
る。
【００２９】
　光学部材６及び反射カバー７から設置面Ｃと反対方向に進行して透過カバー８の底部８
ａの内面に臨界角よりも大きい入射角で入射した光は透過カバー８で反射する。透過カバ
ー８で反射カバー７の方向に反射した光は反射カバー７で再度反射し、透過カバー８の底
部８ａから照明光として出射される。
【００３０】
　光学部材６から照明器具１の径方向に進行する光（矢印Ｄ１）や、透過カバー８で反射
して照明器具１の径方向に進行する光（矢印Ｄ２）は透過カバー８の周面８ｂを透過する
。透過カバー８の周面８ｂを透過した光は入射面１１ａから導光板１１に入射する。
【００３１】
　この時、入射面１１ａが傾斜するため、矢印Ｄ２に示すように透過カバー８の底部８ａ
で反射して設置面Ｃの方向に傾いた光の入射角が小さくなる。このため、該光の入射面１
１ａでの反射が抑制される。従って、入射面１１ａの反射によって反射カバー７の裏側に
導かれる光を低減して入射面１１ａに入射する光を増大することができ、光の利用効率を
向上させることができる。
【００３２】
　入射面１１ａから導光板１１に入射した光は導光板１１により外周側に導光される。そ
して、屈曲部１１ｄの先端から矢印Ｄ３に示すように設置面Ｃに向かって所定の範囲に出
射される。これにより、本体筐体２の周囲の設置面Ｃが照明される。
【００３３】
　また、導光板１１の導光の一部は内周側と外周側との間で設置面Ｃに向かって出射され
る。この時、入射部１１ｂから矢印Ｄ４に示すように出射される光によって導光板１１の
上方の設置面Ｃが照明される。
【００３４】
　これにより、本体筐体２の外側で導光板１１の上方を含む広い範囲で設置面Ｃが照明さ
れ、部屋全体として暗い印象を低減することができる。また、延設部１１ｃから屈曲した
屈曲部１１ｄの外周面から矢印Ｄ５に示すように外周側に光が出射され、導光板１１より
も外側のより広い範囲を照明することができる。
【００３５】
　本実施形態によると、本体筐体２の外周を囲む導光体１１によって照明器具１の径方向
に出射される光、即ち本体筐体の外周から出射される光を導光して設置面Ｃを照明する。
つまり、透過カバー８の周面８ｂの出射光を本体筐体２の外側に導いて設置面Ｃを照明し
ており、従来例のように設置面Ｃと反対側に出射される光を利用して設置面Ｃを照明する
必要がない。従って、設置面Ｃと反対方向の照明光の光量を減らすことなく設置面Ｃを広
い範囲で照明することができる。
【００３６】
　また、従来例のように設置面Ｃの広い範囲を照明するために透過カバー８の周面８ｂを
設置面Ｃに垂直な方向に長くする必要がない。即ち、本体筐体２の外周を囲むように設置
面Ｃに対して平行方向（本体筐体２の径方向）に導光板１１を延設しているので、照明装
置１の外周部で設置面Ｃに垂直な方向の厚みが増すことがない。これにより、照明器具１
を薄型に形成して使用者の圧迫感を軽減することができる。
【００３７】
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　また、導光板１１が透明部材から成るので、導光板１１により覆われた部分の設置面Ｃ
が明るくなっていることを使用者が視認できる。従って、設置面Ｃの広い範囲が照明され
ていることを使用者が認識して部屋全体として明るい印象を与えることができる。
【００３８】
　また、本体筐体２の設置面Ｃの反対側を覆う透過カバー８を有し、入射面１１ａが設置
面Ｃに対して傾斜するので、透過カバー８の底部８ａで反射して入射面１１ａに入射する
光の入射角を小さくすることができる。従って、入射面１１ａの反射光を低減して光の利
用効率を向上することができる。
【００３９】
　この時、入射面１１ａの下端が入射部１１ｂと延設部１１ｃとの設置面Ｃ側の境界Ｂの
直下に配されるように形成すると、より望ましい。これにより、照明器具１を下方から見
た際に境界Ｂと入射面１１ａの下端の稜線とが重なり、縞模様の少ない美感が得られる。
【００４０】
　また、導光板１１が外周縁から設置面Ｃに向かって屈曲する屈曲部１１ｄを有するので
、屈曲部１１ｄの先端から矢印Ｄ３に示すように出射される光によって設置面Ｃを照明す
るとともに、屈曲した屈曲部１１ｄの外周面から矢印Ｄ５に示すように外周側に光が出射
される。これにより、導光板１１の上方と導光板１１よりも外側とに導光を分けて出射さ
せることができる。従って、設置面Ｃのより広い範囲に照明することができる。
【００４１】
　また、矢印Ｄ４に示すように入射部１１ｂから出射される光によって設置面Ｃの導光板
１１の上方の範囲が照明され、更に屈曲部１１ｄから出射される矢印Ｄ３、Ｄ５に示す光
によって設置面Ｃの導光板１１の外側の範囲にも光が出射される。これにより、照明器具
１の外周から離れるに従って設置面Ｃの照度が緩やかに減少するように設置面Ｃを広く照
明することができるとともに、設置面Ｃの照度の明暗の差異がわかりにくく使用者にとっ
て違和感の少ない照明状態を得ることができる。
【００４２】
　次に、図５は第２実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図である。説明の便宜上、
前述の図１～図４に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施
形態は、第１実施形態の導光板１１と形状の異なる導光板１２が設けられる。その他の部
分は第１実施形態と同一である。
【００４３】
　導光板１２は前述の図４に示す導光板１１と同様に、アクリル等の透明部材により形成
され、入射部１２ｂ、延設部１２ｃ及び屈曲部１２ｄを有している。入射部１２ｂの入射
面１２ａは本体筐体２の中心方向に面して透光カバー８の周面８ｂに対向し、設置面Ｃに
対して略垂直に形成される。延設部１２ｃは入射部１２ｂの下端から径方向に延び、下方
に凸になるように湾曲する。屈曲部１２ｄは導光板１２の外周部で延設部１２ｃの端部か
ら設置面Ｃに向かって屈曲する。入射部１２ｂ、延設部１２ｃ及び屈曲部１２ｄは略等し
い肉厚に形成されている。
【００４４】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様の効果を得ることができる。この時、入射面
１２ａが設置面Ｃに対して略垂直に形成され、入射面１２ａで設置面Ｃの方向に反射する
光が第１実施形態よりも多くなる。しかしながら、周面８ｂが短く照明器具１が薄型に形
成される場合には設置面Ｃの方向に傾いて入射面１２ａに入射する光が少ないため、光の
利用効率の低下を抑制することができる。
【００４５】
　また、光学部材６から底部８ａで反射せずに照明器具１の径方向に進行する矢印Ｄ１（
図４参照）に示すような光は入射面１２ａに対して略垂直に入射する。これにより、入射
面１２ａの入射光の入射角を小さくすることができるので、入射面１２ａで反射する光を
低減して入射する光を増大させることができる。
【００４６】
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　次に、図６は第３実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図である。説明の便宜上、
前述の図５に示す第２実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施形態は
、第２実施形態の導光板１２と形状の異なる導光板１３が設けられる。その他の部分は第
２実施形態と同一である。
【００４７】
　導光板１３は前述の図５に示す導光板１２と同様に、アクリル等の透明部材により形成
され、入射部１３ｂ、延設部１３ｃ及び屈曲部１３ｄを有している。入射部１３ｂの入射
面１３ａは本体筐体２の中心方向に面して透過カバー８の周面８ｂに対向し、設置面Ｃに
対して略垂直に形成される。延設部１３ｃは入射部１３ｂの下端から径方向に延び、下方
に凸になるように湾曲する。屈曲部１３ｄは導光板１３の外周部で延設部１３ｃの端部か
ら設置面Ｃに向かって屈曲する。
【００４８】
　延設部１３ｃ及び屈曲部１３ｄは略等しい肉厚に形成されている。また、導光板１３の
入射部１３ｂは入射面１３ａ近傍の肉厚が入射面１３ａから離れた位置の肉厚よりも大き
く形成される。即ち、入射部１３ｂは入射面１３ａから入射した光が設置面Ｃ側の面に入
射する角度が臨界角度（約４５度程度）以上になるように形成されている。これにより、
矢印Ｄ４に示すように入射部１３ｂから出射される光が少なくなり、入射面１３ａから入
射して導光される光が多くなる。従って、第２実施形態と同様の効果に加え、導光板１３
の外側の照明を明るくすることができる。
【００４９】
　この時、入射面１３ａの下端が入射部１１ｂと延設部１１ｃとの設置面Ｃ側の境界Ｂに
重ならないため、照明器具１を下方から見て縞模様の多い美感が得られる。
【００５０】
　次に、図７は第４実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図である。説明の便宜上、
前述の図６に示す第３実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施形態は
、第３実施形態と同様の構成の導光板１３に凹部１３ｅが設けられる。その他の部分は第
３実施形態と同一である。
【００５１】
　凹部１３ｅは導光板１３の設置面Ｃ側に環状に凹設され、同心円状に複数設けられる。
導光板１３により導光される光の一部は凹部１３ｅを介して矢印Ｄ６に示すように設置面
Ｃ側に拡散して出射される。これにより、第３実施形態と同様の効果に加え、導光板１３
の上方の設置面Ｃを均一に照明することができる。この時、照明器具１を下方から見て凹
部１３ｅによる縞模様が視認され、縞模様の多い美感が得られる。
【００５２】
　尚、環状の凹部１３ｅを多数設けてもよく、凹部１３ｅを多数のドット状に形成しても
よい。凹部１３ｅの形状や数量を変えることによって、より均一に設置面Ｃを照明するこ
とができる。また、凹部１３ｅと同様の凹部を他の実施形態に設けてもよい。
【００５３】
　次に、図８は第５実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図である。説明の便宜上、
前述の図６に示す第３実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施形態は
、第３実施形態の導光板１３と形状の異なる導光板１４が設けられる。その他の部分は第
３実施形態と同一である。
【００５４】
　導光板１４は前述の図６に示す導光板１３と同様に、アクリル等の透明部材により形成
され、入射部１４ｂ、延設部１４ｃ及び屈曲部１４ｄを有している。入射部１４ｂの入射
面１４ａは本体筐体２の中心方向に面して透光カバー８の周面８ｂに対向し、設置面Ｃに
対して略垂直に形成される。延設部１４ｃは入射部１４ｂの下端から径方向に延び、下方
に凸になるように湾曲する。また、延設部１４ｃは外周側が下がるように傾斜する。
【００５５】
　屈曲部１４ｄは導光板１４の外周部で延設部１４ｃの端部から設置面Ｃに向かって屈曲
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する。この時、屈曲部１４ｄは設置面Ｃに対して傾斜する。また、入射部１４ｂ、延設部
１４ｃ及び屈曲部１４ｄは略等しい肉厚に形成されている。
【００５６】
　本実施形態によると、第３実施形態と同様の効果を得ることができる。また、導光板１
４の延設部１４ｃは外周側が下がるように傾斜するため、屈曲部１４ｄが第３実施形態の
屈曲部１３ｄ（図６参照）に比して下方に配置される。このため、矢印Ｄ５に示すように
屈曲部１４ｄの外周面から出射される光が下方から出射され、設置面Ｃのより広い範囲を
照明することができる。
【００５７】
　次に、図９は第６実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図である。説明の便宜上、
前述の図８に示す第５実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施形態は
、第５実施形態の導光板１４と形状の異なる導光板１５が設けられる。その他の部分は第
５実施形態と同一である。
【００５８】
　導光板１５は前述の図８に示す導光板１４と同様に、アクリル等の透明部材により形成
され、入射部１５ｂ、延設部１５ｃ及び屈曲部１５ｄを有している。入射部１５ｂの入射
面１５ａは本体筐体２の中心方向に面して透光カバー８の周面８ｂに対向し、設置面Ｃに
対して略垂直に形成される。延設部１５ｃは入射部１５ｂの下端から径方向に延び、下方
に凸になるように湾曲する。また、延設部１５ｃは外周側が下がるように傾斜する。
【００５９】
　屈曲部１５ｄは導光板１５の外周部で延設部１５ｃの端部から設置面Ｃに向かって屈曲
する。この時、屈曲部１５ｄは設置面Ｃに対して略垂直に形成される。また、入射部１５
ｂ、延設部１５ｃ及び屈曲部１５ｄは略等しい肉厚に形成されている。
【００６０】
　本実施形態によると、第５実施形態と同様の効果を得ることができる。また、導光板１
５の屈曲部１５ｄが設置面に対して略垂直に形成され、第５実施形態の屈曲部１４ｄ（図
８参照）に比して延設部１５ｃに対する屈曲角度が大きい。このため、矢印Ｄ７に示すよ
うに導光板１５により導光されて屈曲部１５ｄの外周面に到達した光の入射角が大きくな
る。これにより、矢印Ｄ５に示すように屈曲部１５ｄの外周面から出射される光の光量が
増加し、導光板１５の外側をより明るくすることができる。
【００６１】
　次に、図１０は第７実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図である。説明の便宜上
、前述の図１～図４に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実
施形態は、第１実施形態の導光板１１と形状の異なる導光板１６が設けられる。その他の
部分は第１実施形態と同一である。
【００６２】
　導光板１６は前述の図４に示す導光板１１と同様に、アクリル等の透明部材により形成
され、入射部１６ｂ及び延設部１６ｃを有している。入射部１６ｂの入射面１６ａは本体
筐体２の中心方向に面して透光カバー８の周面８ｂに対向し、設置面Ｃに対して略垂直に
形成される。また、入射部１６ｂは第３実施形態（図６参照）と同様に、入射面１６ａ近
傍の肉厚が入射面１６ａから離れた位置の肉厚よりも大きく形成される。
【００６３】
　延設部１６ｃは入射部１６ｂの下端から径方向に略水平に延びる。これにより、延設部
１６ｃの先端から矢印Ｄ３に示すように光が出射され、設置面Ｃが照明される。尚、延設
部１６ｃの端部から屈曲する屈曲部１１ｄ（図４参照）は省かれている。
【００６４】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様に、本体筐体２の外周を囲む導光体１６によ
って径方向に光を導光して設置面Ｃを照明する。このため、透過カバー８の周面８ｂの出
射光を本体筐体２の外側に導いて、設置面Ｃと反対方向の照明光の光量を減らすことなく
設置面Ｃを広い範囲で照明することができる。
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【００６５】
　また、第３実施形態と同様に、矢印Ｄ４に示すように入射部１６ｂから出射される光が
少なくなり、入射面１６ａから入射して導光される光が多くなる。従って、導光板１６の
外側の照明を明るくすることができる。
【００６６】
　次に、図１１は第８実施形態の照明器具の要部を示す正面断面図である。説明の便宜上
、前述の図１０に示す第７実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施形
態は、第７実施形態と同様の構成の導光板１６に凹部１６ｅが設けられる。その他の部分
は第７実施形態と同一である。
【００６７】
　凹部１６ｅは導光板１６の設置面Ｃと反対側に環状に凹設され、同心円状に複数設けら
れる。導光板１６により導光される光の一部は凹部１６ｅを介して矢印Ｄ６に示すように
設置面Ｃ側に拡散して出射される。これにより、第７実施形態と同様の効果に加え、導光
板１６の上方の設置面Ｃを均一に照明することができる。この時、照明器具１を下方から
見て凹部１６ｅによる縞模様が視認され、縞模様の多い美感が得られる。
【００６８】
　尚、環状の凹部１６ｅを多数設けてもよく、凹部１６ｅを多数のドット状に形成しても
よい。凹部１６ｅの形状や数量を変えることによって、より均一に設置面Ｃを照明するこ
とができる。また、凹部１６ｅと同様の凹部を他の実施形態に設けてもよい。
【００６９】
　次に、第９実施形態について説明する。本実施形態は前述の図１～図４に示す第１実施
形態と同様に構成され、同じ形状の導光板１１の一部に非光沢面処理が施される。その他
の部分は第１実施形態と同様である。
【００７０】
　図１２は本実施形態の導光板１１の正面断面図を示している。説明の便宜上、前述の図
１～図４に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。導光板１１の入
射面１１ａ及び屈曲部１１ｄの先端にはシボ加工等による非光沢面処理１１ｅ、１１ｆが
施される。
【００７１】
　非光沢面処理１１ｅによって入射面１１ａから導光板１１に入射する光が拡散される。
これにより、矢印Ｄ４に示すように入射部１１ｂから出射される光が拡散される。また、
非光沢面処理１１ｆによって屈曲部１１ｄの先端から出射される光が拡散される。従って
、導光板１１の上方の設置面Ｃ（図４参照）の照度の明暗の差を小さくし、導光板１１の
形状によって発生する設置面Ｃ上の縞模様を防止することができる。
【００７２】
　次に、図１３、図１４は第１０実施形態の照明器具を示す上面図及び正面断面図である
。説明の便宜上、前述の図１～図４に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付
している。本実施形態は、本体筐体２が平面視略矩形に形成され、透過カバー８（図３参
照）が省かれている。また、第１実施形態の導光板１１と形状の異なる導光板１７が設け
られる。その他の部分は第１実施形態と同一である。
【００７３】
　本体筐体２の電装部３は本体筐体２の中央部に配して平面視矩形に形成される。電装部
３内にはＬＥＤ等の光源５を実装した複数の基板４が平面視多角形状に配される。反射カ
バー７は平面視略矩形に形成され、電装部３の設置面Ｃ側の外周側に配される。
【００７４】
　基板４には光源５を覆う光学部材６が取り付けられる。光学部材６は内周側から入射し
た光源５からの光を透過して外周側に出射する。この時、光学部材６は透過光を所望の方
向に屈折させるとともに複数の反射面６ａ、６ｂによって反射させる。
【００７５】
　導光板１７は前述の図４に示す導光板１１と同様に、アクリル等の透明部材により形成
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され、入射部１７ｂ及び延設部１７ｃを有している。入射部１７の入射面１７ａは本体筐
体２の中心方向に面して形成される。延設部１７ｃは入射部１７ｂの下端から径方向に延
び、下方に凸になるように湾曲する。
【００７６】
　導光板１７の外周部には延設部１７ｃに連続して下方に突出した断面略三角形のプリズ
ム１７ｆが設けられる。入射部１７ｂ及び延設部１７ｃは略等しい肉厚に形成されている
。尚、延設部１７ｃの端部から設置面Ｃの方向に屈曲する屈曲部１１ｄ（図４参照）は省
かれている。
【００７７】
　上記構成の照明器具１において、光源５から出射される光は光学部材６を透過する。光
学部材６から矢印Ｅ１、Ｅ２に示すように設置面Ｃと反対側に導かれた光によって下方が
照明される。また、光学部材６から矢印Ｅ３、Ｅ４、Ｅ５に示すように反射カバー７に導
かれた光は反射カバー７で反射し、下方を照明する。光学部材６から矢印Ｅ６に示すよう
に導光板１７の下面に到達した光は導光板１７で反射し、下方を照明する。
【００７８】
　光学部材６から照明器具１の径方向に進行する光（矢印Ｄ１）は入射面１７ａから導光
板１７に入射する。導光板１７により導光される光は矢印Ｄ３に示すように延設部１７ｃ
を介して設置面Ｃに向かって所定の範囲に出射される。これにより、本体筐体２の周囲の
設置面Ｃが照明される。また、入射部１７ｂから矢印Ｄ４に示すように出射される光によ
って導光板１７の上方の設置面Ｃが照明される。
【００７９】
　また、光学部材６から矢印Ｄ８に示すように導光板１７のプリズム１７ｆに導かれた光
はプリズム１７ｆを透過する際に屈折して出射される。これにより、導光板１７の外側の
設置面Ｃが照明される。この時、光源５から複数の波長を有する光を出射すると、波長に
応じてプリズム１７ｆの出射光が分散される。このため、設置面Ｃ上に異なる色の照明光
が照射され、虹等の色分け模様を形成することができる。
【００８０】
　本実施形態によると、第１実施形態と同様に、本体筐体２の外周を囲む導光体１７によ
って径方向に光を導光して設置面Ｃを照明する。このため、光源５から入射面１７ａに到
達した光を本体筐体２の外側に導いて、設置面Ｃと反対方向の照明光の光量を減らすこと
なく設置面Ｃを広い範囲で照明することができる。
【００８１】
　また、導光板１７の先端にプリズム１７ｆを設けたので、設置面Ｃ上に虹等の色分け模
様を形成することができる。尚、他の実施形態の導光板に同様のプリズムを設けてもよい
。
【００８２】
　第１～第１０実施形態において、導光板１１～１７は周方向に分断してもよく、本体筐
体２の外周部を囲むように周方向に延びて形成されていればよい。また、導光板１１～１
７と反射カバー７とを二色成形等によって一体に形成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明によると、天井面等に設置される照明器具に利用することができる。
【符号の説明】
【００８４】
　　　１　　照明器具
　　　２　　本体筐体
　　　３　　電装部
　　　４　　基板
　　　５　　光源
　　　６　　光学部材
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　　　７　　反射カバー
　　　８　　透過カバー
　　１１～１７　導光板
　　１１ａ～１７ａ　入射面
　　１１ｂ～１７ｂ　入射部
　　１１ｃ～１７ｃ　延設部
　　１１ｄ～１５ｄ　屈曲部
　　１３ｅ、１６ｅ　凹部
　　１７ｆ　プリズム
【要約】
【課題】設置面の反対方向の照明光の光量を減らすことなく設置面を広い範囲で照明でき
る照明器具を提供する。
【解決手段】設置面Ｃに取り付けられる本体筐体２に設けた光源５の出射光によって設置
面Ｃと反対方向の照明を行う照明器具１において、本体筐体２の外周を囲んで径方向に突
出するとともに入射面１１ａを有して径方向に光を導光させる導光板１１を設け、光源５
から出射した光が入射面１１ａから導光板１１に入射し、導光板１１から出射された光に
より設置面Ｃを照明した。
【選択図】図４

【図１】 【図９】
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